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ウ ィ リア ム ・力 ー ロ ス ・ウ イ リア ム ズ の
"TheWanderer"に っ い て
小 西 康 雄
,ウィリアム ・力占 ロス ・.ウイ リアムズは,ご く初期 には キ}ツ 風の 伝統的 な
詩 を書い ていたが,イ マジズムの影響 を受 けて詩風 が変 わ り,そ の実践 ども言
え るTkeTemPeτs.(1913)や自己の周囲の 事物 を忠実 に描 こ うと す る'・Kora
inHell(1921)を経 て,ア ～くリカ的な卑近 な事実 を,強 烈 な集 中力 を用い て
自由奔放 な形式で即物的に描写 したSPringandAll(1923)によって,独 自
の 世界 を築いた。、そ して,後 に は,長 大 な作 品Pater'son(1946～1951)に於
い て,現 代の社会や人 間の状況 を包括的に描い たので あ る。
本稿で は,ウ イ リアムズの 詩風の 確立 とい う点で 意味の ある初 期 の 作 品
"TheWanderer"について,若 干 の考察 を試み るこ とにす る。 この作品 は,
1914年,エズラ ・パ ウン ドに よ ってTkeEgoist誌に発表 された もので,7っ
の 部分 か ら成 る総 計309行の長詩で あ り,ほ とん どが短 い詩の初期 の作品の 中
では,特 異 な位置 を占めてい る。一言で述べれば,こ の 詩は;新 しい 詩的世 界
を求め る詩人 ウ イ リアムズの宣 言に他 な らない。以下,順 を遂 って,こ の 詩 を
見てい くことにす る。
全体 が7つ の部分 か ら成 り立 ってい るこの長 詩の最初の部分には,ADVENT
とい うタイ ト!レが付 け られてい る。 冒頭で,不 思議 な一羽の 「カラス(crow)」









主人公の 「私(1)!には未知なのだが,こ の カラスの姿をとった霊 的 な 存 在
は,詩 の進行 とともに様 々に変容しなが ら,主 人公 を新 しい世界へ導ぴいてい
くこどにな る。1'/
この霊的な存在は,ウ イリアムズに大 きな影響 を与えた父方の イギ リス人の
(2)
祖 母 が 原 型 と な って い て,Kerai2zHellからPatersonにい た る ま で の ウ イ リ
ア ム ズの い くつ かの 作 品 に も'現われ,詩 の 主 人 公 を,・死 の 世 界 か ら 蘇 ち せ た
り・:ある意識の世界から別の意識の世界ぺ と移行させた りする重要な役割 を果
す もの と類似の存在で あ る。 もう一つ重要 なのは,こ の詩が`ギ リシ ャ神話の
(3)
デ メ テ ル の 話 を枠 組 に し て い る 点 で あ る 。、大 地 五 穀 の 女 神 デ メ テ ル は:冥 府 の,
王 ハ デ ス に 誘 拐 され た 愛 娘 ペ ル セ・フ ォ ネ を さ が し 求 め て,老 婆 の 姿 に 身 を や つ
し,放 浪 の 旅 を す る 。 こ の 詩 と こ の 神 話 との 関 係 に つ い て は,後 に 触 れ る こ と
に す る 。 「 ・ ・て' ..∴ ∵.'∴ ∵.∵'『 ・.








`「カラス」の眼 が懸命に見つめている 「新 しい彼方(thenewdistance)」は,
これ から 「私」が尊びかれてい く親 しい 詩の世界で ある。'こ1の鳥が高 く舞 うに
つれて低 くな ってい く森は,自 分が意識の上で鳥 と同化す ることに よって,'自
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分 に と って も低 くな って い く。 低 くな って い くこ の 森 は・ ,これ まで の 「私 」 の
詩 的 世 界 に 他 な らず,だ か ら こ そ,「 私 」 は,f高 い 道 に 進 も う とす る に は(To
comethroughreadyforthehighcourses)」・「自分 自身 か ら捨 て ね ば な ら な
い す べ て の もの に は づ き り と思 い あ た った(IstronglyguessedallthatImust
putfromme)」の で あ る。 つ ま り・ ・「私 」 で あ る 詩人 は 》 「カ ラ ス」 で あ る霊
的 な 存 在 詩 神 と言 って も よい で あ ろ う一 こ の 出 現 に よ っ で,新 い .・詩 的 世
界 を 目指 す 決 意 を うな が され,そ れ まで の 自 己 の 詩 的 世 界 との 訣 別 を心 に 決 め
るの だ 。 ・ 、 一 ・ 一、.:.1パ
決意はしたものの,詩 人は,・いかに してその新 い}詩 的世界に到達すればよ
いのかが分 らない。詩神が投げかけた問題,
H・w・h・llIbeami…rt・thi・ 即d・ ・ni,tY.～ .・.、.(L.18)
;ト"・ .、 ・
が常に頭の 中にある。 この 「い かに しズ 現代 を映す鏡になるべ きか」、とい う命
題 こそが,こ の詩の主題 とも言 えるものであ る。この問題に と りつかれてい る








前 に は 「カ ラ ス」 の 姿 を と って い た 霊 的 な存 在 は,こ こで ぽ 「巨大 な ウ ミカ モ
メ(agreatsea・gull)」に 変 身 して い て,・1日分 が 全 能 で あ る こ と を誇 示 す るc
ウ イ リア ム ズの 詩 に於 い て は,と くにSPringandAllあた りで は っ き り し
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て ぐることなのだが,論 理や推論が拒否 されて 自由奔放な連想の急転や飛 躍が
行われ,そ の断絶 された関係が一種の 緊迫 した効果 を生み出す場合 がある。こ
め 詩の 中に も随所にそれが見 られ るが,こ σ〕・「カ ラス」か らTウ ミカモメ」ぺ
の変身 も,何 の説明 もな く行われ る。
1「 ウミカモメ」は 「荒 々 しい叫び声 とともに消 え去 り(vanishingwitha
Wildcfy)」「私」'は取 り残 され て,こ のADVEivT1は終 る二.L・
次のCLARITYで,「 私」 は,こ の霊 的な 「ウ ミカモメ」か ら授 った 力 に
よっ℃ 幻想的な飛翔 を行 う。新Lい 詩の世 界 を求あて飛 翔 しなが ら,詩 人 は




「自分の時がすべ て消滅 した(allmytimeisforespent)」の を詩人 は悟 るの
だが,こ れはそれ までの 自己の存在の無味意さの 自覚であ る。そ して,自 分 を
導いて くれ るものの存在 を知 った今,そ の力が 自分に どって 「世界 の す べ て
(alltheworld)」になる。
さらに,こ の霊的な存在が,時 間や空聞 を超越 して,現 実の美 を明 ら'かにす







「私 」 で あ る詩 人 は,「 身 の まわ りの どこ か近 く に(somewherehereabout
us)」「彼 女 が それ 〔美 しい もの 〕 を見 せ て く れ る(sheisrevealingthese
things)」の を 知 る。
ウ イ リア ム ズ は,初 期 の 伝 統 的 で ロマ ン主 義 的 な作 風 を捨 て て,次 第 に リア
リズ ムに 傾 い て い き,後 に は,現 実 の リア リス テ ィ ッ クな描 写 を極 限 まで 進 め
て い った 。 詩 の対 象 と な る もの は,日 常 の 身 近 に あ る もの で,お よ そ詩 的 で な
い,キ ャ ンデ ー,チ ュー イ ンガ ム,電 話 器,.・タ イ プ ラ イタ ー,眼 鏡,紙 切 れ,
に まで 及 ん で い る。 この 様 な 事 物 の 中 に,彼 は 詩 的 世 界 を見 出 した 。 した が っ
て,こ こで 述 べ られ て い る 「身 の ま わ りの ど こ か近 くに 」一と巳 う言 葉 に は,新
しい 詩 的 世 界 を求 め よ う とす る ウ イ リア ム ズの 強 い 意 識 が 現 れ て い る と言 え よ
う。'皇
この 新 しい 詩 的 世 界 を示 して くれ る詩 神 と して,詩 人 は,霊 的 な存 在 に つ い








とい う,詩 神と合一 しよ うとい う決意で,こ の部分は終 る。
三 番 目のBROADVVAYで は,汚 濁 に 満 ちた 現実 の 世 界 に,詩 人 は 直 面 さ









「 ドブ 板 の 上 を 押 し合 い へ し合 い し て い る(Jostlingclose"abOve'thegutter)」









「は じめ て:(forthefirsttime)」「本 当 に 見 た(Ireal1y'saw):」彼 女 の 姿 は,
も う 「ウ ミカ モ メ」 で は な く,ギ リシ ャ神 話 の デ メ テ ルの 様 な 老 婆 で,し か
も,醜 悪 で あ る 。 先 の 現 実 の 人 聞 の 姿 と 同様 な こ の 醜 さ は,現 実 の 世 界 の 醜 悪
さの 具 現 で あ り,詩 人 に 現 実 を悟 らせ よ う とす る詩 神 の 意 図 と解 さ'れよ う。醜
















と懇 願 す る 。 「今 日の/大 気 と太 陽(thisday's/A三randsun)」は,現 実 の す
べ て,あ るい は,現 実 を表 現 す るた め に 不 可 欠 な もの で あ らて,こ れ を把 握 し
て 詩 神 に捧 げ る こ との 出来 る力 を,詩 人 は 切 望 して い る。 これ は,、丁安 ら ぎや
喜 び を求 め る人 た ち(thosetoileresafterpeaCeandafterpleasure)」が 「あ
な た 〔詩 神 〕 の 方 を向 くよ うに(Mayturntoyou)」,.つま り,『世 の 人 々 に 真
の 詩 を与 え る力 を,詩 人 が 望 ん で い る こ と を意 味 す る もの で あ る。
しか し,詩 神 は,詩 人 の この 懇 願 を未 だ 聞 き入 れ て は くれ な い 。
これ に 続 くTHESTRIKEで,詩 人 は,詩 神 に 命 じられ て,パ タ ソ ンの 街








パタソンの街に新 しい詩的世界 を求めて行 ったのだが,詩 人 はそれ を見出せな
い。詩的な ものはどこに もな く,あ るの:は醜悪なものだけなのだ。
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現実に うちひ しがれる人 々が,'続いて描 かれ る。 この部分は,1913年にパタ
(4)
ソ ンで起 きた労働争議 を描いた もの とされてい る。詩人 には,こ の現実は,後
にはそ うな るのだが,今は未だ詩的世界 とは受 けとれない。先のBRO4DVVAY








醜悪な現実の人聞が うごめ く世界には,詩 神の存在が認め られ ない。その現実
か ら逃れて,詩 神の元に戻 った時, ,'
tcIamatpeaceagain
,01dqueen,Ilistenclearernow."(1.48)
と,詩 人は安 らぎを得 るのである。
これ まで,詩 神は,あ る距離 を置い て,詩 人 に対 してきた。詩人 は,詩 神の
示唆によって動 き,自 らの見方だけによ って,現 実 を見 よ うとし,新 .しい詩的
世界 を求め ようとしてきた。 しか し,こ れはあ くまで も観念の次元に とどまっ
ていて,上 に述べたよ うに,本 当に現実 とい うものに直面 した時,詩 人 は,真
の新 しい詩的世界が見出せな くなる。五番 目のABROADか らは,詩 神は 直






詩 人 は,詩 神 に 手 を取 ら れ て,こ れ まで に な く高 く飛 翔 す る δ ニ ュL・ ジ ャー
ジ■ とい う場 所 が,新 しい 詩 的 世 界 の 具 体 的 な現 れ と な って くる。 そ の 自然 を





「詩 神 に 託 して,そ の 自然 を人kに 語 れ!(SPeaktomenofthese,concerning
me!)」 と い う言 葉 は,ニ ュ ー ・ジ ャ ー ジ ー の 自 然 の 中 に,さ ら・に 拡 大 し て 考
え れ ば ア メ リカ とい う土 地 の 中 に,詩 的 世 界 を 求 め るべ き だ と い う こ と に と れ
る 。 そ し て,こ れ を 無 視 し て は,真 の 詩 は あ り得 な い と い う,ウ イ リ ア ム ズ の
宣 言 に 他 な ら な い 。 以 下 数 行 に わ た って,同 じ様 に,取 る に 足 ら な い もの で さ
え そ れ を覆 い 隠 す か ぎ り は,詩 の 自 由 は な いrとい う 考 え が,述 べ ら れ る 。






これ も,ア メ リカの 自然,ア メ リカの内にあ るものに詩的 世界 を求 めようと
す るウ イリア ムズの決意である。 ∵.








ア メ リカの 自然 の 中 に 詩 的 世 界 を見 出す べ きだ とい うこれ まで の 言 葉 に 続 い
て,今 度 は,現 実 に 生 き る人 間,現 実 に うち ひ し が れ て い る人 間 を も無 視 して
は な らな い とい う言 葉 が 語 られ るの で あ る 。 一'＼ ・':・ …
詩 人 は,詩 神 に 伴 わ れ て,飛 翔 を続 け る6パiタ ソ ンの 街,沼 沢 地 に 立 つ・て い




に な る。 今 まで 看 過 して きた パ タツ ンの 街 が,新 しい 存 在 と して 詩 人 の 眼 に 映
る 。詩 人 は,パ タ ソ ンや ニ ュー ・ジ ャー ジ ー や ア メ リrカの 自然 や 人 間 や 、文 明
を,詩 的 対 象 と して 再 発 見 す る の で あ る 。.
～ ご ・
続 くSOOTHSAYに 於 い て,詩 神 は こ う 語 る 。'.'.
....``Beholdyourselfold!''"
Sustainedinstrength,wieldingmightingriptsurges!(11.6～7)
``old"と い う 言 葉 は
,こ れ まで 詩 人 が 詩 神 と.ともk世 界 を 見 て 来 た 結 果 の
`t`experienced"とい う 意 味 で あ ろ う
。 詩 神 は,こ れ ま で 導 い て き た こ の 詩 人
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に,詩 人 自らの 力を信 じさせ よ うとす る。そ して,こ の詩人にすべてを託そう
とす るのである。'.:・




と,詩 人 を 自然 と 同 一 視 す る。 「パ タ ソ ン』 に 於 い て,パ タ ソ ンが,都 市 で あ
る と と もに人 間 で もあ り,川 や 芸 術 に もな る よ うに,』これ は,ウ ィ リア ム'ズの
詩 に あ る変 幻 自在 な変 容 の,一 つ の 現 れ で あ る 。






詩人の魂は,今,詩 神の手に委ね られ,詩 人は,善 悪にかかわ らず真実 をこれ
か らは語らなければな らないので ある。..,








詩 人 の 「心 が 重 い'(heavyofheart)」d)ば,「修 養 の 時 が 終 、り(thenovitate
wasended)」「慌 惚 も過 ぎ去 り(Theecstacywasover)」「人 生 が給 っ た(the
lifebegun)」め が分oた か らで あ る。tこれ まで の 安 逸 な 詩 の 世 界 か ら,厳 し
い 真 の 詩 の 世 界 に 入 る こ とが,そ れ が 現 実 とな った 今 は,重 く心 に の し か か る
の だ 。
・詩 神 は ,詩 人 を川 に 伴 う。'・"… ・
Shebent.forwardandkneltbytheriver,
ThePassaic,that創thyriver.一 、.';層t' .(11.t14パ∨15)
「パ セ イ ッ ク 川,こ の 汚 れ た 川(ThePassic,thatfilthy'riv,er)」』こ そ が,現 実
の 世 界 の 象 徴 で あ る 。 そ の 川 の 水 を す くい あ げ て,詩 神 は 二 人 の 額 を ぬ ら す 。







これ は,汚 れ た 現 実 を詩 的 現 実 と し・て 再 生 させ る た め に,'詩人 を川 に 捧 げ よ う
とす る,詩 神 の 意 志 の 表 明 で あ る。 汚 れ た パ セ イ ッ ク川 が 求 め て い た 詩 人 は,
パ セ イ ッ ク川 の,そ れ が 流 れ て い る パ タ ソ ンの,そ して,ア メ リカの 現 実 を,










川 は,詩 人 の 心 臓 に 流 れ 込 み,浄 化 さ れ る が,
、 .But'Withthereboundi目eapedforward:・i/' .・.,.:lt





と,再 び 汚 れ た 現 実 に 戻 る 。 詩 人 は,こ こ で,「 汚 濁 した 深 み(theutterdepth
ofitsTottenness)」や.「堕 落 し た'汚わ ・し い 広 さ(The・vilebreadth.ofits
degradation)」に 触 れ て,「 こ れ が 今.や自分 で あ る(thisMsmenow)」 こ と
を 知 る 。 詩 人 は,醜 悪 な 現 実 の 世 界 と,自己 と を 同 一 視 す る こ と に よ って,.自 分
自 身 の 真 の 詩 的 世 界 に 到 達 し た の で あ る 。 、
し か し,川 と の 合kは,苦 悩 で も あ る6
Ic6uldhaveshoutedoutinmyagony'・tt、t'、
AttheSightOfinySelfdeparting.-t';:.a・."
Forevet-' .'Nト' .、∵'z.tFt"・."-『 、'(ll;36e∨38)
そ れ は,「 永 遠 に/自 分 が 去 っ て 行.く'(myielfdePartin9/F但ever)」 か ら だ6
こ れ ま で の 自 己 の 世 界 と の 永 遠 の 訣 別 で あ る か ら だ 。 苦 悶 を 感 じ な が ら も,詩
人 は,川 と の 完 全 な 含 声 を 遂 げ る.。'・.-'『.".',・1"
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「生 きよ,川 よ,繁 栄の 中に生 きよ(Live,river,1iveinluxuriance)」と・い
う,詩 人 と合一 した川の繁栄 を願 う言葉は,同 時に;詩 人の詩的世界の繁栄 を
祈 る言葉で もある。 「この私たちの息子(thisourson)」で ある詩人 を新 しい
詩的世界に残 し,詩 神は,別 離の悲 しみ を抱 きなが ら,新 たな放浪 め 旅 に 出
る。・汚れたパセイック川 と合一す ることによっで,'真の詩的世界に到達 した詩
人 は,詩 神の庇護の元 を離れて,新 しい出発 をするのである。
ロノ
以上,・"TheWanderer"・を,・筋 を追いなが ら考察 したわけだが,こ こで,・
前述 したギ リシャ神話のデメテルの話 とこの詩 との関係について,ご く簡単に
触れてお きたい。老婆の姿に身 をやつ し,誘 拐された娘ペルセフォネをさが し
求めて放浪の旅 をする大地の女神 デメテルは,"TheWanderer"の醜い老婆
をとって さまよう詩神 と重ね合わせ るこ とが出来 る。、デメテルは;放 浪 の 途
中,エ レウシスの王子デモフ ォンの乳母 とな り,王 子 を聖な る火で清めて神性
を与えようとす る。これは果せなか ったが,デ メテルは,彼 に鋤の使用法 と種
を蒔 く方法 を教え,翼 のある龍にひかせた二輪車に乗せて世界 を廻 ることにな
る。'これ も,詩 神が,詩 人 をパセイック川の水の中に投 じ,詩 人に詩作の力 を
与えたこ とと,類 似 してい る。 さらに,ペ ルセフォネの冥府からの蘇 りは,詩
人 のパイ セッ ク川どの合一か らの再出発 と同質であ ると言えよう。
"TheWanderer"は
,叙 述 的 な 物 語 の 形 式 を と どめ,',古い 用 語 や 修 辞 法 を
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・残 し,ロ マン主義的で超 自然的な要 素の香 りもあるが,事 物の即物 的 な 把 握
や,リ ア リスティックな描写,イ メージの 自由奔放 な飛躍や急転,と い った ウ
イリアムズ独 自の技法 を,随 所に示 してい る。内容的には,ビ ル ドゥングス ・
。マ ン,燗 の鋤 遮 の詩,さ らには,宗 癬 ともとれ るが,や は り,こ れ
まで見て きた様に,そ れ までの伝統的な詩の世界 を捨てて,自 己の身近にある
現実,自 己の立 づてい るパ タソンやニュー ・ジ ャー ジーや アメ リカの現実の中
・に真の詩的世界 を見 出そうとす るウイリアムズの宣言であ る。これ ら の 意 味
で,"TheWanderer"は,ウイ リアムズの転換点 を示す もの と言 え,来 るべ
き大作Patersonの萌芽 とも考えられ るのであ る。
〔注 〕
(1)テ キ ス トは,Wil!iams,CarlosWilliam.TheCollectedEarlierPoems.New
York:NewDirectionsPub!ishingCo.,1966を使 用 した 。
〈2)ShermanPaul,The鋤s£coゾSurvival,Chicago,UniversityofIllinois
Press,1968,p.41.
〈3)十 国 修r羨 望 の 構 造 」(『ユ リ イ カ 』,Vo1.12-7,青 土 社)P.104.
K4)RodTownley,TheearlyPoetryOfTVilliamCarlosIViiliams,London,
CornellUniversityPress,1975,p.68.
《5)∬bid.,p.18.
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